
中東情勢の緊迫化による建材価格高騰・入手困難の影響

全国の建設現場に深刻な影響

83% 影響あり

大きな影響＋少し影響の合計（2,706件）

39%
工事への影響が
現に発生

4%
ある

37%
今後想定

発注者・上位会社とのトラブル

価格上昇率 上位建材（平均上昇率）

1 シンナー 54.6%

2 塗料 44.7%

3 アスファルトルーフィング 42.4%

4 断熱材 39.4%

5 塩ビ管 35.4%

6 システムバス等 35.0%
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業種別 入手困難建材（上位3品目）

最も入手困難 2番目に多い 3番目に多い

塗装・内装・仕上げ系
（n=841）

シンナー 塗料 塩ビ管

設備・配管系
（n=390）

塩ビ管 システムバス等 シンナー

屋根・板金系
（n=142）

アスファルト
ルーフィング

シンナー 塩ビ管

大工・工務店系
（n=1069）

断熱材 シンナー システムバス等

電気・通信系
（n=190）

塩ビ管 塗料 シンナー

外構・基礎・土木系
（n=326）

塩ビ管 シンナー 塗料

現場で起きて
いる主な影響

着工延期・
工期見直し

28.6%

利益圧迫・
赤字化

12.1%

仕様変更

11.1%

工事中断

11.6%
キャンセル

4.6%

入手困難建材リスト（自由記入より抜粋）

接着剤・ボンド類、シーリング・コーキング材、電線・ケーブル類、
養生・マスキングテープ、配管パイプ類、内装材、衛生機器、錆止め、
照明機器、雨どい、システムキッチン、ポリカ材、気密・透湿シート、
作業油・オイル、タイル関連製品、生コン、プライマー・パテ 他

中小建設事業者の経営リスクが拡大 ― 現場が求める支援を早急に ―

経営への懸念 現場の声（自由記入より抜粋） 現場が求める支援策

売上減少 52.8%

利益減少 46.7%

資金繰り悪化 21.5%

借入金増加 9.8%

人員整理（解雇・雇い止め） 3.6%

現時点で懸念はない 20.0%

材料が入らないために、仕事を断らなければいけ
ない。工期を約束できない。

（神奈川県／塗装・内装・仕上げ系）

材料手配ができなく、現場の進行が不可能になっ
てしまう。

（岐阜県／塗装・内装・仕上げ系）

見積り時提出時と材料単価が大幅に違うため、
利益が圧迫される。

（静岡県／設備・配管系）

現場が遅れると抱えている職人が行き場を失う。
給料の保証もしなければ路頭に迷ってしまう。

（長野県／大工・工務店系）

1 資材価格の安定化・流通の確保 67.9%

2 税・社会保険料の負担の軽減 31.8%

3 工事代金・工期の変更協議の円滑化支援 27.4%

4 融資・資金繰り支援の強化 20.1%

5 雇用維持のための助成制度 14.0%

6 相談窓口の充実 6.9%

全建総連の
要請事項

❶住宅建材・設備等の供給不安の解消並びに流通の円滑化を図るとともに、
価格高騰への適切な措置を講ずること。

❷中小建設事業者の事業継続、雇用維持に向けた支援措置の拡充等を検討すること。

【本件連絡先】
全建総連（全国建設労働組合総連合）
TEL：03-3200-6221

緊急アンケート調査結果（5月末集約版）
集約期間：2026年5/1～5/31
回答数：3,276件（36県連・組合）
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